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平成 23 年度当初予算会計別総括表
会計 会 計 区 分 金  額（単位：千円）
一般 一 般 会 計 3 , 6 2 1 , 0 0 0

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 会 計 9 6 4 , 6 5 0
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 会 計 5 0 , 9 9 6
介 護 保 険 会 計 6 7 5 , 9 6 1
墓 地 公 園 事 業 会 計 2 , 2 0 9
住宅新築資金等貸付事業会計 4 3 , 6 0 2
土 地 取 得 造 成 事 業 会 計 4 , 0 0 2
下 水 道 事 業 会 計 4 1 0 , 7 0 0
水 道 事 業 会 計 2 5 4 , 6 3 2
特 別 会 計 予 算 合 計 2 , 4 0 6 , 7 5 2
予 算 合 計 6 , 0 2 7 , 7 5 2
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平成 23 年度新規事業予算概要
事業名 事業費 事業内容

新生児訪問事業 26 千円
　1 歳おめでとう訪問として、虐待防止や子育て相談を地域で
継続的に支援できるよう町機関や地域社会と家庭を繋げる機会
を確保していくため、民生児童委員がお祝い（本など）を持っ
て満 1 歳のお祝い訪問を行う。

住宅リフォーム・太陽光発電
設備設置事業 6 , 0 0 0 千円

　景気低迷が続く現在の厳しい経済情勢にあることから、町内
産業の活性化と雇用の安定化を図るため、住宅修繕・補修工事
や太陽光発電設備の設置費の一部を補助する。
　　住宅リフォーム・・・1 件上限 20 万円
　　太陽光発電・・・1kw3 万円、上限 10 万円

有機米作付推進事業 3 , 0 5 0 千円
　有機資源（牛糞、鶏糞、米糠、有機肥料等）使用による作付
けを推進するため、資材費および散布費用の一部を助成する。
　　1 反 2,500 円（1 万円の 1/4）

グループホーム消火設備設置
事業 11 , 5 7 8 千円 　グループホームらくらくの防災対策として、スプリンクラー

及び自動火災通報装置を設置する。

不当要求対策官設置事業 3 , 1 3 1 千円 　不当要求に対する事案相談、組織的な対応づくりのため不当
要求対策官を 1 名配置する。

太陽光発電設備設置事業 8 , 1 0 0 千円
　環境対策として、地域グリーンニューディール基金を活用し
て、水道事務所に太陽光発電設備を設置する。また、同敷地内
に LED 外灯を設置する。

緑のカーテン事業 100 千円
　環境施策として、東西保育センター・東西小学校・中学校に
プランター、苗、ネット等の材料を支給し、教室の外にゴーヤ
などを栽培してもらう。（1 施設 2 教室分）

歴史の地訪問事業 1 , 2 0 0 千円
　これまで 3 年間、甲良三大偉人ゆかりの地を訪問してきたが、
参加者からの継続要望も強いことから、「歴史の地訪問事業」と
して、甲良町に係わる歴史の地を巡るツアーを企画する。1 泊 2
日で、定員は 80 名を予定している。

新ゆるきゃら製作委託事業 500 千円
　甲良町の新しいゆるきゃらを製作するため、彦根市内の高校
のデザイン科に依頼し、町のマスコット（かめ、コアラ）を参
考にしながら、甲良町にふさわしいゆるきゃらを提案してもら
い、町のイメージアップを図る。

藤堂高虎公出生地跡整備事業 2 , 0 0 0 千円 　藤堂高虎公出生地跡整備として、藤棚や説明板の設置、出生
地記念碑や駒止石を移設する費用の一部を助成する。

　

３
月
７
日
開
会
さ
れ
た
３
月
定
例
会
は
議
案
等
を

原
案
通
り
可
決
し
、
22
日
閉
会
し
ま
し
た
。
審
議
さ

れ
た
案
件
は
議
案
16
件
、
諮
問
１
件
、
同
意
１
件
、

発
議
１
件
、
そ
の
他
２
件
で
し
た
。　

　

一
般
質
問
は
木
村
議
員
、
宮
嵜
議
員
、
金
澤
議
員
、

西
澤
議
員
が
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

審
議
内
容

議  
案
（
16
件
）

※
平
成
22
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

5
号
）

　

補
正
額２

３
、
３
０
６
千
円

賛
成
全
員

●
介
護
保
険
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

補
正
額４

９
、
５
７
１
千
円

賛
成
全
員

●
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

補
正
額　

１
、
１
４
３
千
円

賛
成
７
反
対
１

●
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

　

補
正
額

△
２
、０
０
０
千
円

賛
成
全
員

※
平
成
23
年
度
予
算

　
（
委
員
長
報
告 

4
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
一
般
会
計
予
算

賛
成
全
員

●
国
民
健
康
保
険
会
計
予
算

賛
成
全
員

●
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会

計
予
算

賛
成
全
員

●
介
護
保
険
会
計
予
算

賛
成
全
員

●
墓
地
公
園
事
業
会
計
予
算

賛
成
全
員

●
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
会
計
予
算

賛
成
全
員

●
土
地
取
得
造
成
事
業
会
計

予
算

賛
成
全
員

●
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算

賛
成
全
員

●
水
道
事
業
会
計
予
算

賛
成
全
員

●
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改

正

　

介
護
保
険
事
業
を
管
轄
す

る
特
別
会
計
が
条
例
の
中
に

抜
け
て
い
た
た
め
追
加
す

る
。

賛
成
全
員

●
長
期
契
約
締
結
を
定
め
る

条
例

　

地
方
自
治
法
施
行
令
に
基

づ
き
、
役
務
の
提
供
な
ど
に

諮  

問
（
１
件
）

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推

薦
住
所　

甲
良
町
法
養
寺

　
　
　
　

４
３
８
番
地
２

氏
名　

上
田　

正　

氏

生
年
月
日

　
　
　

昭
和
24
年
６
月
10
日

賛
成
全
員

同  

意
（
１
件
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意

住
所　

愛
荘
町
中
宿

　
　
　
　
　

９
８
番
地

氏
名　

堀
内
光
三　

氏

生
年
月
日

　
　
　

昭
和
23
年
10
月
10
日

賛
成
全
員

発  

議
（
１
件
）

●
山
田
壽
一
議
員
の
議
員
資

格
決
定
の
件
（
委
員
長
報

告  

5
ペ
ー
ジ
参
照
）

賛
成
全
員

そ
の
他
（
２
件
）

●
議
員
派
遣

●
閉
会
中
に
お
け
る
委
員
会

の
継
続
審
査
お
よ
び
調
査

賛
成
全
員

関
し
、
長
期
継
続
（
５
年
以

内
、
３
年
以
内
）
の
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
可
能
と
す

る
こ
と
を
定
め
る
も
の
。

賛
成
全
員

●
特
別
職
の
う
ち
、
非
常
勤

の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償

の
一
部
改
正

　

町
営
林
委
員
会
委
員
、
報

酬
審
議
会
委
員
、
社
会
教
育

委
員
な
ど
日
額
５
５
０
０
を

５
０
０
０
に
改
め
る
。

賛
成
全
員
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

宮嵜光一委員長

　

委
員
会
に
付
託
を
受
け
た

一
般
・
特
別
会
計
の
新
年
度

予
算
案
９
件
は
、
す
べ
て
原

案
通
り
可
決
し
た
。

◎
一
般
会
計
予
算

【
歳
入
の
部
】

　
　

法
人
税
を
４
、
０
０
０

万
円
増
と
見
込
ん
だ
根
拠

は
。

　
　

均
等
割
り
の
み
の
企
業

が
22
年
度
に
大
幅
な
法
人
税

の
申
告
納
付
に
よ
る
増
。

　
　

固
定
資
産
税
の
28
年
度

ま
で
の
減
免
額
の
推
移
は
。

　
　

23
年
度
、
９
件
、
２
０

５
、
６
０
０
円
、
24
年
度
、

５
件
、
１
５
５
、
０
０
０
円
、

25
年
度
、
５
件
、
１
０
６
、

０
０
０
円
、
26
年
度
、
３
件
、

５
９
、
１
０
０
円
、
27
年
度
、

３
件
、
５
９
、
１
０
０
円
、

28
年
度
、
１
件
、
１
６
、
２

０
０
円
で
あ
る
。

　
　

緊
急
雇
用
創
出
特
別
推

進
事
業
補
助
金
で
４
名
、
雇

用
の
内
容
は
。

　
　

道
路
施
設
関
係
の
台
帳

整
備
事
務
員
、
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
、
発
達
相
談
指
導
員
、

学
校
生
徒
指
導
教
育
相
談
員

の
４
人
。

【
歳
出
の
部
】

　
　

地
域
自
治
交
付
金
に
つ

い
て
、
集
落
に
徹
底
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

報
告
を
し
て
い
る
。

◆
補
助
要
綱
が
変
わ
る
場
合

は
、
全
協
で
説
明
す
る
よ
う

に
。

　
　

不
当
要
求
対
策
官
の
仕

事
の
内
容
は
。

　
　

住
民
ト
ラ
ブ
ル
等
の
対

応
と
研
修
会
の
実
施
・
入
札

制
度
の
見
直
し
運
用
等
。

　
　

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

と
県
議
会
議
員
選
挙
が
同
日

に
出
来
な
い
理
由
。

　
　

今
年
は
４
年
に
１
回
の

統
一
地
方
選
挙
の
年
で
、
４

月
10
日
と
４
月
24
日
の
ど
ち

ら
か
に
振
り
分
け
る
と
い
う

特
例
の
法
律
が
あ
る
。
10
日

は
県
や
政
令
指
定
都
市
の
首

長
、
議
員
の
選
挙
、
24
日
は

政
令
都
市
以
外
の
市
と
町
村

の
町
長
、
議
会
議
員
の
選
挙

を
す
る
事
が
特
例
で
決
ま
っ

て
い
る
。

　
　

長
寺
セ
ン
タ
ー
費
の
旅

費
の
減
額
は
な
ぜ
か
。
出
張

す
る
人
物
が
ふ
さ
わ
し
い
か

ど
う
か
で
あ
っ
て
、
減
額
を

指
摘
し
た
も
の
は
で
は
な

い
。

　
　

事
業
の
中
で
出
張
が
ふ

さ
わ
し
い
か
ど
う
か
判
断
し

予
算
に
あ
わ
せ
て
執
行
す

る
。

　
　

有
機
米
作
付
推
進
事
業

補
助
金
の
対
象
、
要
項
は
、

ま
た
、
農
業
生
産
者
指
導
支

援
員
の
訪
問
指
導
に
つ
い
て

も
取
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

協
議
会
が
工
事
入
札
を

行
う
方
向
で
進
め
る
。
予
算

は
負
担
金
と
い
う
形
で
計
上

し
て
い
る
。
牛
糞
と
か
有
機

に
使
っ
て
い
た
だ
く
部
分
の

補
助
を
対
象
に
要
項
等
は
作

成
中
で
あ
る
。
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
、
路
地
の
関
係
で
は
直
売

所
の
役
員
と
調
整
し
、
要
請

が
あ
れ
ば
現
地
指
導
を
重
点

に
生
産
を
高
め
る
た
め
の
指

導
で
動
い
て
い
る
。

　
　

今
年
度
の
交
流
村
整
備

工
事
の
内
容
は
。

　
　

駐
車
場
と
道
路
の
舗

装
。

　
　
「
花
が
さ
さ
や
く
甲
良

路
推
進
事
業
」
は
。

　
　

コ
ス
モ
ス
と
ひ
ま
わ
り

を
転
作
に
あ
わ
せ
て
３
０
７

号
線
沿
等
で
、
集
落
の
取
組

み
に
つ
い
て
補
助
を
す
る
。

　
　

新
ゆ
る
き
ゃ
ら
製
作
の

経
緯
、
ま
た
委
託
先
は
。

　
　

甲
良
の
か
め
と
コ
ア
ラ

の
掛
け
合
わ
し
た
マ
ス
コ
ッ

ト
が
高
速
道
路
の
看
板
に
も

出
て
い
る
。
甲
良
町
の
木
や

花
も
取
り
入
れ
て
彦
根
総
合

高
校
の
生
徒
に
依
頼
し
製
作

す
る
。

　
　

歴
史
の
地
訪
問
事
業
の

内
容
は
。

　
　

甲
良
三
大
偉
人
以
外
も

含
め
た
歴
史
の
勉
強
も
兼
ね

た
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
。

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
人
員
の
配
置
は
適
正
か
。

　
　

昨
年
開
設
し
て
思
っ
て

い
る
以
上
に
利
用
者
が
多

い
。
次
年
度
に
つ
い
て
は
要

望
も
あ
る
の
で
検
討
す
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
会
計
予
算

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
、
国
保
加
入
者
以
外
と

公
平
さ
を
欠
く
と
言
わ
れ
る

が
。

　
　

人
件
費
等
は
一
般
財
源

か
ら
補
填て

ん
、
医
療
費
分
に
つ

い
て
は
国
保
の
加
入
者
で
賄

う
事
が
基
本
と
の
こ
と
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
国
保
の
加
入
者
に
負

担
増
を
求
め
な
い
方
向
は
。

　
　

総
務
省
か
ら
、
保
健
事

業
に
か
か
る
経
費
の
一
部
、

並
び
に
本
事
業
に
か
か
る
経

費
を
除
き
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
通
達
が
き
て
い

る
。
こ
の
こ
と
で
現
在
も
実

施
し
て
い
る
。

　
　

特
定
健
康
診
査
委
託
、

以
前
の
住
民
検
診
の
受
診
率

に
比
較
し
受
診
率
が
増
え
な

い
理
由
は
。

　
　

今
現
在
40
％
が
受
診
し

て
い
る
。
平
成
24
年
度
に
は

65
％
に
上
げ
る
よ
う
に
国
か

ら
指
導
さ
れ
て
い
る
。
来
年

度
は
委
託
事
業
で
個
別
訪
問

し
て
直
接
呼
び
か
け
る
等
し

て
受
診
率
を
上
げ
た
い
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

会
計
予
算

　

特
に
質
疑
も
討
論
も
無

か
っ
た
。

◎
介
護
保
険
会
計
予
算

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
の
解
消
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
現
在
の
県
や
管

内
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

彦
根
市
で
23
年
度
に
１

件
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
出
来
る
が
待
機
者
の
人
数

は
掌
握
し
て
い
な
い
。

　
　

町
内
44
名
の
待
機
者
が

希
望
ど
お
り
入
所
で
き
る
に

は
数
年
以
上
か
か
る
と
思
う

が
見
通
し
は
。

　
　

施
設
の
入
所
判
定
委
員

会
で
決
ま
る
の
で
空
き
状
況

の
把
握
は
、
で
き
て
い
な
い
。

◎
墓
地
公
園
事
業
会
計
予
算

　

特
に
質
疑
も
討
論
も
無

か
っ
た
。

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
会
計
予
算

　
　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

助
成
事
業
補
助
制
度
は
い
つ

ま
で
か
。

　
　

平
成
23
年
度
で
終
結
す

る
。

　
　

今
後
の
収
支
バ
ラ
ン
ス

で
新
築
資
金
貸
付
事
業
が
黒

字
に
な
り
一
般
会
計
に
繰
入

が
出
来
る
見
通
し
は
。

　
　

現
在
26
年
度
末
を
目
標

に
計
画
し
て
い
る
。

◎
土
地
取
得
造
成
事
業
会

計
予
算

　
　

公
共
事
業
用
地
取
得
事

業
の
物
件
補
償
費
２
０
０
万

円
と
は
具
体
的
に
何
か
。

　
　

分
譲
し
た
土
地
に
暗
渠

が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
出
す

補
償
費
で
あ
る
。

◎
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

公
共
下
水
道
面
整
備
工

事
は
今
年
が
最
後
か
。

　
　

面
整
備
は
概
ね
完
了
で

あ
る
。
23
年
度
は
個
人
の
汚

水
マ
ス
７
件
と
事
業
所
が
２

件
の
計
９
件
。

　
　

９
件
で
６
７
２
万
６
千

円
は
大
き
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
金
額
は
。

　
　

個
人
が
７
件
で
１
１
２

万
円
、
法
人
が
２
件
で
約
３

０
０
万
円
、
平
成
21
年
度
に

マ
ス
を
設
置
し
た
分
と
し
て

個
人
が
８
件
、
法
人
５
件
で

２
７
０
万
円
。

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

雑
収
益
で
工
業
用
水
採

水
料
２
４
０
万
円
と
は
。

　
　

北
海
製
罐
が
月
２
５
、

０
０
０
㎥
使
っ
て
い
る
分
。

　
　

個
人
が
井
戸
水
を
使
っ

て
下
水
道
に
流
し
て
い
る
家

庭
の
下
水
道
料
金
の
徴
収
方

法
は
。

　
　

メ
ー
タ
ー
が
な
い
の
で

１
人
に
つ
き
８
㎥
の
家
族
数

で
徴
収
し
て
い
る
。

　
　

水
道
水
と
井
戸
水
を
併

用
さ
れ
て
い
る
家
庭
は
、
下

水
道
料
金
を
ど
の
様
に
徴
収

し
て
い
る
の
か
。

　
　

水
道
料
金
は
メ
ー
タ
ー

器
で
徴
収
。
下
水
道
料
金
は

家
族
数
で
徴
収
。
例
え
ば
４

人
家
族
だ
と
８
㎥
×
４
人
＝

32
㎥
で
計
算
す
る
が
、
メ
ー

タ
ー
器
が
32
㎥
以
上
に
な
れ

ば
そ
の
数
字
、
多
い
ほ
う
の

使
用
量
で
計
算
し
て
徴
収
を

す
る
。

  

資
格
審
査
特
別
委
員
会
報
告

建部孝夫委員長

山
田
壽
一
議
員
の
資
格
決

定
の
件

　

山
田
壽
一
議
員
は
、
愛
荘

町
常
安
寺
７
１
２
番
地
に
お

い
て
住
い
（
生
活
）
を
し
て

い
な
が
ら
、
甲
良
町
長
寺
５

９
９
番
地
５
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
電

気
も
水
道
も
な
く
、
お
よ
そ
、

人
が
住
い
を
す
る
住
宅
が
な

い
、
単
に
簡
易
な
物
置
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。

　

そ
の
地
に
は
、「
住
民
基

本
台
帳
法
」
及
び
「
公
職
選

挙
法
」
に
基
づ
く
、
生
活
の

根
拠
が
な
く
「
住
所
要
件
」

が
な
い
こ
と
か
ら
被
選
挙
権

は
な
い
も
の
と
判
断
を
し

た
。

　

よ
っ
て
、
被
選
挙
権
を
有

し
な
い
こ
と
か
ら
失
職
に
な

る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
結
論
を
出
さ
な
か
っ

た
。

　

そ
れ
は
、
長
寺
西
地
区
の

区
民
で
あ
り
、
愛
荘
町
へ
の

固
定
資
産
税
を
除
く
税
を
甲

良
町
に
納
入
し
て
い
る
こ
と

及
び
甲
良
町
民
で
あ
る
こ
と

を
斟

し
ん
し
ゃ
く

酌
（
考
慮
）
し
た
こ
と

か
ら
、
議
員
資
格
は

な
い
と
の
決
定
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
山
田
壽

一
議
員
に
は
、
住
民

の
代
表
た
る
議
員
と

し
て
の
重
み
、
責
任

を
自
覚
さ
れ
、
か
か

る
違
法
・
脱
法
行
為

を
改
め
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
甲
良
町

長
寺
５
９
９
番
地
５

に
生
活
の
根
拠
を
移

し
、法
に
基
づ
く
「
住

所
要
件
」
を
満
た
さ

れ
る
よ
う
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※
山
田
壽
一
議
員
が
、
今
任

期
中
に
、
た
だ
し
書
き
に

沿
わ
ず
、
履
行
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
来
期
に
お
い

て
、
再
び
議
員
資
格
を
問

わ
れ
る
審
査
を
受
け
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

敷
地
と
建
物
の
全
体

（
平
成
22
年
12
月
7
日
撮
影
）

資
格
決
定
要
求
書
（
平
成
23
年
2
月
8
日
）

に
添
付
さ
れ
た
写
真
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木村　修議員

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

活
用
は

　
　

瑕か
し疵
担
保
責
任
の
有
る

業
者
は
何
社
か
。
ま
た
、
何

年
の
保
証
が
有
る
の
か
。

　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　

設
計
管
理
は
安
澤
設
計
、

建
築
は
浜
野
工
務
店
、
別
工

事
の
ソ
ー
ラ
ー
は
㈱
ヨ
ロ

キ
・
テ
ク
ノ
ス
。

　

保
証
期
間
は
建
築
基
準
法

で
10
年
。

　
　

建
築
物
の
そ
の
後
の
支

障
、
不
具
合
に
つ
い
て

　

チ
ェ
ッ
ク
し
た
所
、
50
ヶ

所
以
上
の
不
具
合
が
あ
る

が
。

　
　

保
健
福
祉
課

参
事

　

ご
指
摘
の
通

り
、
チ
ェ
ッ
ク
に

は
行
っ
て
、
少
し

ず
つ
す
き
間
が
出

来
て
い
る
。

　

木
材
の
反
り
、

収
縮
並
び
に
ク
ロ

ス
の
シ
ワ
や
「
は

が
れ
」
等
が
見
受

け
ら
れ
た
。

　

そ
の
都
度
手
直

し
を
さ
せ
る
の
が
本
来
か
と

思
う
が
、
今
し
ば
ら
く
様
子

を
見
て
精
査
を
し
て
全
体
的

な
手
直
し
を
し
て
い
た
だ

く
。

　
　

特
に
気
に
な
っ
た
玄
関

回
り
、
ま
た
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
か
つ
ら
ぎ
」
で
の
不

具
合
は
。

　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　

玄
関
部
分
は
濡
れ
た
時

に
、
非
常
に
よ
く
滑
る
の
で
、

至
急
対
応
す
る
。「
か
つ
ら

ぎ
」
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

床
材
の
隙
間
が
5
ミ
リ
ぐ
ら

い
開
い
た
。
一
旦
は
手
直
し

を
し
た
が
、
経
過
す
る
に
つ

れ
て
別
の
箇
所
も
開
い
て
き

て
い
る
。
床
暖
の
影
響
か
わ

か
ら
な
い
が
、
コ
ン
サ
ル
を

交
え
て
現
場
を
見
て
、
対
応

を
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
あ
の
施
設
の
ほ
と

ん
ど
は
床
暖
が
入
っ
て
い

る
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
「
か

つ
ら
ぎ
」
だ
け
で
、
あ
と
は

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
張
っ

て
お
り
、
不
具
合
等
は
今
の

と
こ
ろ
聞
い
て
い
な
い
。

　
　

鴨
居
が
さ
が
っ
て
き

て
、
ド
ア
の
開
閉
に
支
障
が

あ
る
と
聞
い
た
が
。

　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　

鴨
居
が
反
っ
た
状
態
で
渋

く
な
っ
た
。

　

建
具
の
一
部
分
を
若
干
削

り
対
応
し
て
き
た
が
、
今
後

は
設
計
業
者
を
入
れ
て
現
場

の
確
認
を
し
対
応
す
る
。

　
　
「
け
ん
じ
い
の
家
」
の

入
居
状
況
、
ま
た
、
入
居
者

が
数
名
に
増
え
た
場
合
は
。

　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　

現
在
、
男
性
が
一
人
入
居

し
て
い
る
。
あ
と
二
名
の
方

と
相
談
が
続
い
て
お
り
、
な

か
な
か
入
居
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
希
望
は
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
入
居
さ
れ
た
方
達

で
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
保
健

鳥
獣
害
対
策
は

　
　

池
寺
地
先
の
フ
ェ
ン

ス
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

産
業
課
長

　

23
年
度
の
計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
農
作
物
の
被
害
が

基
本
だ
が
、
再
度
下
草
刈
り

を
緊
急
雇
用
で
の
対
策
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
交
流
村
の
進
捗
状
況
は

　
　

4
月
か
ら
の
仮
オ
ー
プ

ン
と
聞
い
て
い
た
が
。

　
　

産
業
課
長

　

年
内
に
入
札
を
し
、
進
め

よ
う
と
整
備
を
し
て
き
た

が
、
直
売
所
の
役
員
と
再
三

協
議
を
重
ね
、
そ
の
内
容
で

入
札
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
は
、
建
物
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
、
加
工
等
も
含
め
て
の

ス
ペ
ー
ス
作
り
で
話
し
合

い
、
最
終
的
に
ま
と
ま
っ
た

の
が
2
月
末
と
な
り
、
遅
れ

が
生
じ
た
。

　
　

部
会
制
が
有
る
と
聞
く

が
、
内
容
と
生
産
体
制
は
。

　
　

産
業
課
長

　

5
つ
の
部
会
制
度
で
、
露

地
野
菜
部
会
・
施
設
野
菜
・

イ
チ
ゴ
部
会
・
給
食
部
会
・

花
卉
部
会
が
あ
る
。
5
人
の

部
会
長
を
も
っ
て
組
織
し
、

生
産
体
制
を
検
討
し
な
が
ら

進
め
る
。

福
祉
課
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
行
く
事
を
考
え
て
い
る
。

宮嵜光一議員

議
員
資
格
審
査
委
員
会
の
継
続

審
議
は

◆　

法
律
の
主
旨
で
は
、
住

所
と
は
生
活
の
根
拠
地
で

あ
っ
て
居
住
の
客
観
的
事
実

お
よ
び
生
活
の
本
拠
地
と
す

る
旨
の
本
人
の
主
観
的
意
思

に
よ
り
決
定
す
べ
き
と
あ

る
。
実
際
に
被
選
挙
権
の
有

無
を
め
ぐ
っ
て
資
格
決
定
の

要
求
が
あ
る
場
合
は
判
定
が

困
難
で
あ
り
、
議
会
と
し
て

は
住
民
基
本
台
帳
の
住
民
票

や
選
挙
人
名
簿
登
録
の
有
無

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
家

族
と
の
居
住
の
状
況
や
勤
務

を
よ
く
調
査
し
、
把
握
し
た

上
で
生
活
の
根
拠
地
は
ど
こ

で
あ
る
の
か
を
客
観
的
、
総

合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
り
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
、
質
問
し
た
。

　
　

実
際
は
町
外
に
生
活
の

根
拠
が
あ
る
の
に
町
内
に
住

民
登
録
し
て
い
る
人
は
、
何

人
い
る
か
、
ま
た
、
町
内
に

転
入
し
た
方
の
住
所
に
土
地

や
家
が
あ
る
と
か
、
生
活
で

き
る
状
態
で
あ
る
と
か
の
確

認
は
し
て
い
る
か
。

　
　

住
民
課
長

　

町
外
に
生
活
の
根
拠
が
あ

り
町
内
に
住
民
登
録
は
、
本

年
２
月
28
日
現
在
、
世
帯
は

41
戸
、
人
口
は
１
１
５
名
。

住
民
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

地
番
の
確
認
を
し
て
い
る
。

住
宅
を
確
認
す
る
と
い
う
こ

と
は
し
て
い
な
い
。

　
　

長
寺
区
の
自
治
会
活
動

は
、
ま
た
、
町
外
の
居
住
者

と
い
う
こ
と
で
区
と
し
て
の

何
か
特
別
な
制
約
と
か
、
取

り
決
め
は
な
い
の
か
。

　
　

長
寺
セ
ン
タ
ー
館
長

区
の
規
約
の
第
５
条
に
、
長

寺
の
区
域
お
よ
び
隣
接
地
に

居
住
し
、
ま
た
、
長
寺
の
区

域
内
に
建
物
を
有
す
る
者
で

区
長
が
認
め
た
者
。
と
あ
り
、

区
民
と
い
う
形
で
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

他
、
次
の
こ
と
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

・
ご
み
収
集
は
。

・
国
勢
調
査
対
象
者
は
家
の

あ
る
と
こ
ろ
か
、
住
民
登

録
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
。

・
水
道
と
下
水
道
の
加
入
状

況
は
。

・
住
民
税
や
国
保
税
、
軽
自

動
車
税
、
固
定
資
産
税
は

・
学
校
・
保
育
園
等
の
就
学
・

就
園
状
況
は
。

　
　

職
員
の
人
権
侵
害
に
つ

い
て
、
従
来
の
い
じ
め
の
定

義
で
は
、
自
分
よ
り
弱
い
者

に
対
し
て
一
方
的
に
、
身
体

的
、
心
理
的
攻
撃
を
継
続
的

に
加
え
、
相
手
が
深
刻
な
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
者
と
あ
る

が
、
昨
年
職
員
間
で
心
理
的

攻
撃
を
加
え
、
相
手
が
深
刻

な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
と
い

職
員
の
人
権
侵
害

う
こ
と
が
あ
っ
た
と
聞
く

が
、
町
長
に
報
告
な
り
、
相

談
は
し
た
か
。

　
　

総
務
課
長

　

何
件
か
あ
り
そ
の
中
に

「
職
員
に
退
職
せ
よ
」
と
い

う
手
紙
が
来
た
こ
と
は
聞
い

て
い
る
。
町
長
と
、
警
察
に

伝
え
た
。

交
通
危
険
箇
所
は

　
　

町
内
の
交
通
安
全
に
つ

い
て
、
最
近
１
年
間
の
町
内

の
事
故
件
数
は
、
ま
た
、
事

故
の
多
い
場
所
は
ど
こ
か
。

　
　

総
務
課
長

　

町
内
の
事
故
は
、
平
成
21

年
の
１
年
間
で
１
９
８
件
、

22
年
の
１
年
間
で
１
６
５

件
。
多
い
と
こ
ろ
は
、
下
之

郷
の
１
点
の
点
滅
の
信
号
の

交
差
点
、
長
寺
の
変
則
五
差

路
、
国
道
３
０
７
の
一
休
庵

前
の
カ
ー
ブ
。

　
　

長
寺
の
変
則
五
差
路
に

赤
い
ペ
イ
ン
ト
、
止
ま
れ
の

標
識
、
電
光
掲
示
板
は
設
置

さ
れ
た
が
、
雨
降
野
側
の
車

が
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、

以
前
と
余
り
変
わ
ら
な
い
状

況
で
す
。
空
中
に
「
止
ま
れ
」

が
見
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
　

総
務
課
長

　

既
設
の
「
止
ま
れ
」
の
標

示
板
は
、
か
な
り
色
あ
せ
て

い
る
の
で
、
彦
根
署
に
付
け

替
え
る
要
望
を
し
て
い
る
。

空
中
で
の
「
止
ま
れ
」
は
建

設
課
・
警
察
・
県
土
木
で
協

議
す
る
。

【
そ
の
他
】

　
　

昨
年
の
８
月
か
９
月
ご

ろ
に
、
総
務
課
長
と
官
製
談

合
疑
惑
が
あ
る
Ｎ
前
主
監
と

会
議
室
で
２
～
３
時
間
、
密

談
し
て
い
た
と
聞
く
が
、
町

長
の
許
可
を
も
ら
っ
て
い
た

の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

防
災
行
政
無
線
の
入
札
の

件
で
経
過
等
を
聞
い
た
。

　

町
長
に
は
許
可
を
も
ら
っ

て
い
な
い
。

◆　

総
務
課
長
と
し
て
軽
率

な
行
動
は
、
要
ら
ぬ
疑
惑
、

疑
念
を
抱
か
れ
か
ね
な
い
の

で
今
後
は
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
福
祉
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
状
況
は
。

※
答
弁
は
、
資
格
審
査
委
員

会
で
報
告
の
た
め
記
載
を

省
略
。
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2
月
21
日
の
臨
時
議

会
に
て
報
告
書
に
基
づ
き
6

対
3
で
議
決
さ
れ
た
。
ほ
と

ん
ど
証
拠
等
の
検
証
も
さ
れ

ず
、
半
ば
強
行
的
に
2
日
間

の
短
い
審
査
で
不
当
な
決
定

が
あ
っ
た
と
思
う
。
一
つ
は

平
成
21
年
の
売
上
の
み
注
目

し
、
甲
良
町
の
公
共
工
事
が

50
％
を
超
え
る
と
指
摘
さ
れ

た
が
国
や
県
で
こ
の
様
な
基

準
が
あ
る
の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

議
会
の
自
立
的
な
自
立
権

に
基
づ
き
自
主
的
に
決
定
さ

れ
た
事
だ
。
内
容
に
つ
い
て

は
控
え
る
。

　
　

例
え
ば
年
間
三
千
万
円

の
売
上
の
会
社
に
勤
務
す
る

議
員
が
い
て
そ
の
会
社
が
千

五
百
万
円
の
工
事
を
落
札
し

た
ら
議
員
の
兼
業
禁
止
で
資

格
を
失
う
の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

選
管
で
は
兼
業
禁
止
に
当

た
り
、
議
員
と
兼
ね
る
事
が

出
来
な
い
職
に
あ
る
も
の
は

職
名
を
記
載
し
て
も
ら
い
届

を
提
出
し
て
頂
い
て
確
認
す

る
だ
け
で
あ
る
。

　
　

売
上
の
問
題
は
普
通
3

年
、
5
年
の
平
均
を
取
る
の

で
は
な
い
か
。
兼
業
禁
止
の

条
例
が
な
い
か
ら
こ
の
様
な

金澤　博議員

資
格
審
査
を
問
う

問
題
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
。
過
去
に
も
議
員
で
建
設

業
の
方
は
多
く
お
ら
れ
た
が

売
上
の
問
題
も
含
め
調
査
は

し
た
の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

兼
業
を
有
し
な
く
な
っ
た

届
出
だ
け
を
確
認
す
る
だ
け

で
、
売
上
等
は
調
査
す
る
必

要
は
な
い
ゆ
え
、
触
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
　

議
員
が
前
代
表
者
で

あ
っ
て
間
違
い
な
く
交
代
し

て
い
る
確
認
だ
け
な
の
か
。

　
　

総
務
課
長

　

確
認
だ
け
で
あ
る
。
そ
の

他
に
つ
い
て
は
資
格
委
員
会

の
中
で
決
定
さ
れ
た
事
で
選

管
と
は
関
係
が
な
い
。

町
長
の
考
え
る
甲
良
町
の
方
向
性

　
　

昨
年
一
年
間
は
百
条
委

員
会
の
事
で
町
内
外
に
大
き

な
波
紋
を
呼
ん
だ
。
何
ら
町

の
為
に
良
い
方
向
で
議
論
が

行
わ
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
町
長
は
昨
年
末
に
官
製

談
合
の
告
発
を
す
る
と
明
言

し
て
い
た
。
今
の
状
況
は
。

　
　

町
長

　

確
か
に
発
言
は
し
た
。
担

当
の
弁
護
士
が
全
部
飲
み
込

む
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
。
出
来
し
だ
い
妥
当
か
判

断
し
告
発
す
る
。

　
　

滋
賀
県
下
で
最
も
人
口

が
低
下
し
て
い
る
。
又
、
地

元
の
建
設
業
者
や
中
小
零

細
業
者
の
経
営
が
苦
し
い
。

ハ
ー
ド
面
ソ
フ
ト
面
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
は
。

　
　

町
長

　

人
口
の
減
少
を
止
め
る
の

は
難
し
い
。

①
せ
せ
ら
ぎ
遊
園
の
町
づ
く

り
を
推
進
。

②
農
村
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ

く
り
型
産
業
の
振
興

③
定
住
を
支
え
る
基
盤
整
備

④
誰
も
が
元
気
に
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
づ
く
り

以
上
、
4
点
に
努
力
し
た
い
。

　
　

交
流
村
の
縮
小
見
直
し

を
進
め
町
長
に
な
ら
れ
、
そ

れ
以
来
百
条
委
員
会
等
が
あ

り
町
が
混
乱
し
て
い
る
中
、

町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て

い
な
い
。
何
か
具
体
的
に

や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

農
業
振
興
・
産
業
振
興
を

す
す
め
、
直
売
所
を
縮
小
、

見
直
し
、
町
の
力
量
に
あ
っ

て
進
め
る
。

入
札
制
度
に
つ
い
て

　
　

入
札
制
度
は
ど
の
よ
う

な
条
件
を
つ
け
る
の
か
。
例

え
ば
金
額
や
エ
リ
ア
、
ま
た
、

営
業
所
の
制
限
、
町
内
業
者

の
育
成
は
。

　
　

企
画
監
理
課
長

　

工
事
発
注
区
分
を
審
査
会

で
協
議
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
発
注
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

最
近
の
入
札
結
果
を
調

査
す
る
と
全
員
が
失
格
と

か
不
調
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
何
が
問
題
か
。

　
　

企
画
監
理
課
長

　

町
と
し
て
は
間
違
っ
て
い

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
応

札
さ
れ
る
方
の
事
は
わ
か
ら

な
い
。

　
　

現
在
は
積
算
ソ
フ
ト
に

基
づ
き
積
算
し
て
い
る
。
そ

れ
な
の
に
全
員
失
格
に
な
る

の
は
疑
問
に
感
じ
る
。
設
計

業
者
の
積
算
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

企
画
監
理
課
長

　

こ
こ
1
年
を
通
し
て
予

定
価
格
の
範
囲
内
に
届
か
な

か
っ
た
事
が
数
件
あ
っ
た
の

は
事
実
で
あ
る
。

　
　

私
は
前
か
ら
提
案
し
て

い
る
土
木
、
建
築
工
事
の

専
門
家
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

今
の
甲
良
町
の
職
員
で
は

チ
ェ
ッ
ク
が
出
来
な
い
。
だ

か
ら
業
者
に
委
託
し
、
そ
れ

を
丸
の
み
し
執
行
し
て
い

る
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
入
れ

る
考
え
は
。

　
　

企
画
監
理
課
長

　

人
件
費
等
を
考
え
る
と
常

駐
職
員
を
配
置
す
る
の
は
難

し
い
。

Ｑ

西澤伸明議員

医
療
費
無
料
化
の
拡
充
を

命
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

　
　

映
画
「
い
の
ち
の
山
河
」

に
も
な
り
、
今
注
目
を
集
め

て
い
る
沢
内
村
（
岩
手
県
・

現
西
和
賀
町
）
の
行
政
に
ど

う
学
ん
で
い
く
か
、
甲
良
町

が
向
か
う
べ
き
課
題
に
つ
い

て
質
問
し
た
い
。

　

沢
内
村
が
国
民
健
康
保
険

の
10
割
給
付
を
始
め
た
と

き
、
国
民
健
康
保
険
法
の
違

反
の
疑
い
が
あ
る
と
厚
生
省

か
ら
指
導
さ
れ
た
際
、
深
沢

村
長
が
次
の
よ
う
に
言
っ

た
。「
国
民
健
康
法
に
違
反

す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
末

端
の
法
律
は
と
も
か
く
、
少

な
く
と
も
憲
法
違
反
に
は
な

り
ま
せ
ん
。」
実
施
を
す
れ

ば
「
後
か
ら
国
が
つ
い
て
く

る
で
し
ょ
う
」
と
。　

そ
の

後
国
民
皆
保
険
制
度
が
始
ま

り
、
７
割
給
付
へ
と
改
善
さ

れ
た
。
命
に
差
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
の
理
念
に
照
ら

し
、
滞
納
の
金
額
、
滞
納
世

帯
数
の
多
さ
か
ら
見
て
、
こ

こ
に
光
を
当
て
る
行
政
を
本

当
に
本
腰
入
れ
て
や
る
必
要

が
あ
る
。
格
差
の
緩
和
、
底

上
げ
を
め
ざ
し
た
同
和
対
策

事
業
の
目
的
に
反
し
、
格
差

の
拡
大
が
続
き
、
貧
困
の

方
々
は
、
事
業
か
ら
放
置
さ

れ
た
状
態
に
あ
る
。

　

長
年
続
い
た
同
和
対
策
事

業
に
つ
ぎ
込
ん
だ
体
制
と
財

政
そ
し
て
住
民
の
知
恵
、
行

政
の
努
力
を
本
当
に
実
ら

せ
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と

思
え
る
、
そ
の
よ
う
な
行
政

を
今
仕
上
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
の

医
療
費
の
無
料
化
の
拡
充
が

各
地
で
広
が
っ
て
い
る
。
隣

の
豊
郷
町
、
多
賀
町
が
今
回

小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

を
無
料
に
す
る
計
画
が
発
表

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
医
療
費
の
無
料
化
、

と
り
わ
け
子
ど
も
の
医
療
費

の
無
料
化
を
ど
う
実
現
し
て

い
く
の
か
。

　
　

保
健
福
祉
課
参
事　

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い

て
、
県
下
の
状
況
を
少
し
説

明
す
る
。

　

現
在
滋
賀
県
は
、
乳
幼
児

の
マ
ル
福
、
福
祉
医
療
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
就
学

前
６
歳
ま
で
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
対
応
が
５
市

２
町
。
多
賀
町
、
豊
郷
町
は
、

小
学
校
卒
業
ま
で
無
料
と
聞

い
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
町

は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
入
院

の
医
療
費
が
無
料
。

　

甲
良
町
は
、
ま
だ
そ
こ
ま

で
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い

が
、
で
き
れ
ば
中
学
校
ま
で

の
入
院
費
に
つ
い
て
踏
み
込

み
、
少
し
ず
つ
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　

拡
大
の
範
囲
、
所
得
制

限
、
実
施
時
期
は
。

　
　

保
健
福
祉
課
参
事

　

対
象
は
、
中
学
校
卒
業
ま

で
。
入
院
に
係
る
医
療
費
。

所
得
制
限
は
、
他
町
と
の
状

況
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

沢
内
村
の
深
沢
村
長

は
、
国
が
や
ら
な
い
場
合
で

も
、
ま
ず
「
命
大
事
」
と

い
う
こ
と
で
実
施
し
て
い

る
。
こ
こ
に
学
ぶ
必
要
が
あ

る
。
と
り
わ
け
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
が
発
行
さ
れ
ず

に
医
療
機
関
に
か
か
る
手
お

く
れ
、
重
症
に
な
る
ケ
ー
ス

が
全
国
的
に
も
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
高
い
国
保
料

を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
。
こ

の
願
い
を
、
一
般
会
計
の
繰

り
出
し
も
含
め
て
ど
う
す
る

か
。

　
　

住
民
課
参
事

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
現
在
の

基
金
の
積
立
金
は
２
０
０
万

ち
ょ
っ
と
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今

後
保
険
税
の
見
直
し
も
含
め

高
い
国
保
料
引
き
下
げ
の
た
め
、

一
般
会
計
繰
り
出
し
も

ま
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。　

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆
同
対
事
業
に
お
け
る
残
っ

た
分
譲
宅
地
の
公
正
な
整

理
に
つ
い
て
、
現
状
や
課

題
を
問
う
。

◆
公
正
・
公
平
な
入
札
制
度

の
改
革
の
た
め
に
も
今
回

の
官
製
談
合
の
教
訓
を
。

◆
犬
上
川
堤
防
沿
い
の
環
境

保
全
・
美
化
問
題
に
つ
い

て
、
田
の
砂
利
採
取
放
置

や
不
法
投
棄
へ
の
対
応
を

問
う
。

◆
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
問

題
の
一
つ
ゴ
ミ
処
理
広
域

化
計
画
の
現
状
と
課
題
を

問
う
。
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　この度は、皆様のあたたかいご支
援をいただき、当選させていただき
ましたこと心から感謝申しあげます。
　去る３月１１日、国内史上最大の
東日本大震災で犠牲となられました
皆様に、心から哀悼の意を表します
とともに、未だに行方がわからない
多くの不明者のご無事と、一日も早
い復興を心からお祈り申し上げます。
　さて、甲良町は先人が築き上げて
きた歴史や近年のまちづくり事業に
より、大変住みよい町ではあります
が、この震災をみたとき、今一度振
り返りすべての災害に強いまちづく
りに目を向ける必要があると痛感せ
ざるを得ません。これらを含め、町
民の福祉の向上と、さらなる町政発
展に微力ではありますが貢献したい
と考えておりまので、なお一層のご
指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

河 上 達 次 郎

【議会構成】                                                                                            （平成２３年４月 27 日現在）

役 職 名 氏　　　　　名
議 　 長 藤 堂 与 三 郎
副 議 長 西 澤 伸 明

総 務 民 生
常 任 委 員 会

◎ 建 部 孝 夫 〇 山 田 壽 一 藤 堂 与 三 郎
宮 嵜 光 一 丸 山 光 雄 西 川 誠 一

産 業 建 設 文 教
常 任 委 員 会

◎ 木 村 　 修 〇 西 澤 伸 明 藤 堂 一 彦
金 澤 　 博 丸 山 恵 二 河 上 達 次 郎

予 算 ・ 決 算
常 任 委 員 会

◎ 宮 嵜 光 一 〇 建 部 孝 夫 西 澤 伸 明 山 田 壽 一
藤 堂 一 彦 金 澤 　 博 木 村 　 修 丸 山 恵 二
河上達次郎 丸 山 光 雄 西 川 誠 一

議 会 運 営 委 員 会 ◎  西 澤 伸 明 〇  宮 嵜 光 一 建 部 孝 夫 木  村 　 修 藤 堂 一 彦
広 報 特 別 委 員 会 ◎  西 澤 伸 明 〇  藤 堂 一 彦 建 部 孝 夫 木  村 　 修 宮 嵜 光 一
議 会 選 出 監 査 委 員 藤 堂 一 彦

＊上欄の◎印は委員長  ○印は副委員長【一部事務組合議会議員】
彦 根 市 ・犬 上 郡 営 林 組 合 藤 堂 与 三 郎 宮 嵜 光 一
大    滝    山    林    組    合 山 田 壽 一 丸 山 恵 二 金 澤 　 博 藤 堂 一 彦
湖 東 広 域 衛 生 管 理 組 合 藤 堂 一 彦 藤 堂 与 三 郎
彦根・愛知・犬上広域行政組合 西 澤 伸 明 木 村 　 修

在士 702 番地 2
S15.6.24 生
無所属：元
当選 2 回

当選回数、年齢順：敬称略

　今回補欠選挙では町民のみなさ

んから多くの支援いただき身にあ

まる思いで感謝申し上げます。

　不正の無い町、良識のある町、

いのち・くらし守る甲良町。

　また、町民のみなさんのご意見

をお聴きして議会の中で仕事をさ

せていただきます。なお一層みな

さんご支援お願いいたします。

丸 山   光 雄
長寺 378 番地
S16.4.4 生
共産：新
当選初

　この度の町議会補欠選挙で多くの
町民の皆様からご支持を得て当選さ
せて頂き責任の重さをひしひしと感
じております。任期は短いが、まず
議会が政争の具にならず正常な機能
を果たすよう勤め、町民に信頼され、
判りやすいクリーンな議会運営に努
力します。防災対策も想定外を想定
内にする安心安全の町づくりに、少
子高齢化に伴う住民福祉、教育問題
に取組み、行政が提案する各種施策
に対して町民の為になるのか、甲良
町の為になるのかの観点で「もった
いない精神を」忘れず議論してまい
り、甲良町が日本を元気にするよう
な活力ある町となるよう全力で取り
組みます。「ガンバロー甲良!!」「ガ
ンバロー日本!!」

西 川   誠 一
金屋 1129 番地
S19.9.1 生
無所属：新
当選初

第
2
回
臨
時
議
会

濱
野
前
議
員
の
処
分
執
行
停
止
（
補

欠
選
挙
中
止
）
申
立
に
対
し
「
却
下

す
べ
き
」と
の
意
見
書  

可
決

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
４
名
の
議
員
の
開
催
請
求

に
応
え
、
４
月
12
日
、
臨
時
議
会
が
招
集
さ
れ
ま
し

た
。

　

濱
野
前
議
員
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
審
査
申
立
（
３

月
８
日
付
）
お
よ
び
、
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
て
し

ま
え
ば
議
員
の
地
位
を
う
ば
わ
れ
る
重
大
な
損
害
を

被
る
と
し
た
資
格
審
査
決
定
処
分
の
執
行
停
止
申
立

書
（
４
月
７
日
付
）
に
対
し
て
、
滋
賀
県
知
事
か
ら
、

処
分
庁
（
甲
良
町
議
会
）
の
意
見
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
議
会
の
意
思
を
決
定
す
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

審
議
内
容

発  

議
（
2
件
）

●
審
査
申
し
立
て
に
関
す
る

手
続
き
事
務
の
一
切
を
委

任　

　

濱
野
圭
市
氏
の
議
員
資
格

決
定
処
分
に
つ
い
て
の
審
査

申
立
に
関
し
、
処
分
庁
（
甲

良
町
議
会
）
と
し
て
の
手
続

き
事
務
の
一
切
を
議
長
お
よ

び
次
の
も
の
に
委
任
す
る
。

ま
た
、
弁
明
書
の
提
出
を
追

認
す
る
。

住
所

　

滋
賀
県
大
津
市
京
町

　
　
　

三
丁
目
４
番
12
号

　
　
　

ア
ー
バ
ン
21　

５
階

滋
賀
第
一
法
律
事
務
所

氏
名　

弁
護
士
玉
木
昌
美

賛
成
５
反
対
３

●
資
格
審
査
決
定
処
分
の
執

行
停
止
申
立
書
（
４
月
７

日
付
）
に
対
す
る
意
見
書

賛
成
５
反
対
３

資
格
審
査
決
定
処
分
の
執
行

停
止
申
立
書
に
対
す
る
意
見

【
趣
旨
】

　

審
査
申
立
人
の
申
立
て
を

却
下
す
る
。

と
の
決
定
を
求
め
る
。

【
理
由
】（
抜
粋
・
要
約
）

　

本
件
処
分
を
損
害
と
し
て

捉
え
て
論
じ
て
い
る
こ
と
が

基
本
的
な
誤
り
で
あ
る
。

　

審
査
申
立
人
の
主
張
は
、

不
服
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
を
前
提
に
損
害
に
つ
い

て
一
般
的
に
論
じ
て
い
る

が
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、

官
製
談
合
を
行
い
、
自
ら
が

実
質
的
に
経
営
す
る
会
社
に

町
の
公
共
工
事
を
落
札
さ
せ

た
よ
う
な
場
合
、
そ
の
よ
う

な
議
員
を
地
方
自
治
法
は
兼

業
禁
止
に
反
す
る
と
し
て
許

さ
な
い
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
ま
と
も
な

議
員
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
、
損
害
の
程
度
が
重

大
で
あ
る
な
ど
と
一
般
論
を

主
張
し
て
も
意
味
は
な
い
。

　

本
件
処
分
は
、
官
製
談
合

疑
惑
調
査
特
別
委
員
会
の
調

査
、
議
会
に
お
け
る
検
討
を

経
て
お
り
、
慎
重
に
手
続
が

な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

4
月
27
日
に
第
3
回
臨
時
議
会
開
か
れ
る
。
提
出
議

案
6
件
（
承
認
5
件
、
議
案
1
件
）
が
審
議
さ
れ
る
。

　

審
議
内
容

承  

認
（
5
件
）

●
平
成
22
年
一
般
会
計
補
正

予
算

賛
成
全
員

主
な
内
容

▲
繰
越
明
許
費

町
防
災
行
政
無
線
更
新
業

務
委
託
ほ
か

２
２
、８
９
０
千
円

▲
児
童
福
祉
費
（
子
ど
も
手

当
他
）△

３
、５
９
３
千
円

▲
保
健
衛
生
費
（
予
防
接
種

料
補
助
金
）

△
４
、４
３
８
千
円

▲
農
業
費
（
園
芸
作
物
振
興

補
助
金
他
）

△
２
、２
８
８
千
円

▲
消
防
費
（
防
災
行
政
無
線

更
新
業
務
他
）

△
３
４
、７
３
５
千
円

▲
小
学
校
費
（
西
小
の
漏
水

修
理
）

1
、
１
６
０
千
円

そ
の
他

●
老
人
保
健
医
療
事
業
会
計

補
正
予
算

賛
成
全
員

内
容

▲
歳
入
で
第
三
者
納
付
金
の

増　
　

 

４
、０
７
０
千
円

▲
歳
出
で
一
般
会
計
操
出
金

の
増　

4
、
０
７
０
千
円

●
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

賛
成
9
反
対
2

　

基
礎
課
税
額
50
万
円
を
51

万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
13
万
円
を
14
万
円

ま
っ
た
く
、
取
り
消
す
必
要

の
な
い
、
正
当
性
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
。

《
４
月
15
日
濱
野
氏
の
執
行

停
止
の
申
立
は
却
下
さ
れ
ま

し
た
。》

《
失
職
決
定
の
取
消
を
求
め

る
審
査
申
立
は
、
4
月
29
日

付
に
て
本
人
よ
り
取
り
下
げ

ら
れ
た
》

に
、
介
護
納
付
金
10
万
円
を

12
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す

る
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

賛
成
全
員

　

経
過
措
置
期
間
が
す
ぎ
た

こ
と
か
ら
、
付
則
に
定
め
た

出
産
育
児
一
時
金
を
本
則
で

定
め
、
35
万
円
を
39
万
円
に

改
正
す
る
。

●
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と

賛
成
全
員

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
来
館

時
、
駐
車
場
の
砕
石
が
車
の

タ
イ
ヤ
に
刺
さ
り
パ
ン
ク
し

た
。

損
害
賠
償
額

７
８
、２
２
５
円

議  

案
（
1
件
）

●
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

賛
成
全
員

内
容

　

甲
良
の
ま
ち
お
こ
し
と
し

て
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
（
甲
良
の
天
然

水
）
製
作
業
務
委
託

1
、
０
０
０
千
円

第
3
回
臨
時
議
会



こうら議会だより　第44号

− 12 −

　

日
本
に
お
い
て
、
未
曽
有
の
大
災
害
が

起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
数
日
間
は

ど
こ
の
テ
レ
ビ
を
見
て
も
「
津
波
」
の
事

ば
か
り
で
し
た
。
映
画
で
見
た
事
が
現
実

に
起
き
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
時
に
思
っ
た
こ
と
ば
が
「
神
や

仏
も
あ
る
も
ん
か
。」
っ
て
い
う
言
葉
で

し
た
。
私
事
で
す
が
、
過
去
に
こ
の
言
葉

を
使
っ
た
事
が
何
回
か
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
も
す
ぐ
に
発
し
て
し
ま
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
こ
の
よ
う

な
時
に
使
っ
て
も
い
い
の
か
ど
う
か
解
か

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

　

ま
た
、
4
月
18
日
に
も
通
学
中
の
小
学

生
の
列
に
ク
レ
ー
ン
車
が
突
っ
込
む
と
い

う
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
家

族
の
方
に
と
っ
て
は
、「
元
気
に
出
か
け

て
行
っ
て
、
元
気
に
帰
っ
て
来
る
」
こ
と

が
あ
た
り
前
な
の
に
・
・
・

　

世
間
に
は
三
つ
の
坂
が
あ
り
ま
す
が
、

上
り
坂
・
下
り
坂
・
ま
さ
か
の
「
坂
」
が
。

こ
の
よ
う
な
時
に
使
わ
れ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
で
す
。
残
念
で
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

（
木
村　

修
）

 2月
	 2日	 彦根市・犬上郡営林組合理事会
	 4日	 全員協議会・第1回臨時議会（開会）
	 7日	 市町村職員退職手当組合議会定例会
	 8日	 予算決算常任委員会
	10日	 議会運営委員会、臨時議会（2日目）
	14日	 湖東広域衛生管理組合定例会
	15日	 第2回資格審査特別委員会
	16日	 議員公務災害組合定例会・町村議長会理事会
	18日	 例月出納検査・定期監査
		  第3回資格審査特別委員会
	21日	 臨時議会（閉会）
	24日	 彦根愛知犬上広域行政組合定例会
		  彦根市・犬上郡営林組合定例会
	25日	 議会運営委員会
	28日	 滋賀県町村議会議長会総会

 3月
	 1日	 大滝山林組合定例会
	 4日	 全員協議会
		  広報特別委員会
	 6日	 犬上川クリーン作戦
	 7日	 定例会（一般質問）開会

	 9日	 予算・決算常任委員会
	10日	 予算・決算常任委員会
	14日	 第4回資格審査特別委員会
	15日	 中学校卒業式
	18日	 東西小学校卒業式
	22日	 定例会（閉会）
	23日	 例月出納検査・定期監査
	25日	 東西保育センター卒園式
	28日	 町ゲートボール大会（議長杯）

 4月
	 1日	 教職員着任式
	 5日	 東西保育センター入園式
	 7日	 議会運営委員会
	 8日	 東西小学校、中学校入学式
	12日	 全員協議会、第2回臨時議会
		  広報特別委員会
	22日	 多賀大社古例大祭
	24日	 甲良町議会議員補欠選挙
	25日	 議会運営委員会
		  広報特別委員会
	27日	 全員協議会、第3回臨時議会
	28日	 例月出納検査・定期監査

6月定例会は6月8日（水）開会の予定です。

議会日誌

　

本
年
3
月
17
日
付
で
、
甲
良
警
察
官
駐
在
所
の
所

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
谷た

に
か
わ川
友と

も
か
ず和で
す
。

　

前
任
地
は
、
高
島
警
察
署
で
、
交
番
勤
務
や
生
活

安
全
部
門
で
の
勤
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
も
う
一
名
の
駐

在
所
勤
務
員　

島し
ま
も
と元 

成お
さ
むさ
ん
と
と
も
に
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
甲
良
町
の
安
全
と
安
心
を

守
り
、
困
っ
た
時
に
頼
り
に
な
る
駐
在
所
で
あ
る
よ

う
一
生
懸
命
努
力
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「甲
良
の
駐
在
さ
ん
」

甲良駐在所所長
谷川 友和さん

甲良駐在所所員
島元　 成さん

シリーズ 町の元気もの


